様式２（事業計画書）

	

	

	
	 実施年度
	 令和　　年度
	
	

	




事　業　計　画　書












	住　　所
	〒　　　-　　　　


	事業主体名
	（フリガナ）　　　　　　　

	
	

	代表者名
	（フリガナ）　　　　　　　

	
	

	担当者名
	（フリガナ）　　　　　　　

	
	

	担当者所属
	

	連絡先
	TEL :

	
	MAIL:








  
	





＜和暦＞年度（〔西暦〕年度）都市の木造化推進モデル事業　事業計画書

１　事業計画
	1　建　築　主
	会社名
	

	
	代表者名
	

	2　施　設　名
	

	3　施設の概要
　 特徴、活用方法、
利用者等
	

	4　建　設　地
	

	5 建築物の用途・規模・階数
	建築基準法上の用途
（複数用途や児童福祉施設等、その他等の扱いの場合は具体的名称を記入）
　　　　　　　　　　（　　　　　　）

	
	敷地面積：　　　　　　　㎡
建築面積：　　　　　　　㎡
延べ面積：　　　　　　　㎡
うち補助対象部分の面積：　　　　　㎡

	
	階数：地上　　階、地下　　階
うち補助対象部分：　　～　　階
軒高：　　　　　　ｍ、　高さ：　　　　　　ｍ

	6　建築物の構造
	木造：□軸組工法　□枠組壁工法　□CLTﾊﾟﾈﾙ工法　□その他工法（　　　　　　　　）

	
	その他：□鉄骨造　□鉄筋コンクリート造　□その他（　　　　）※混構造の場合

	7  建築物の耐火性能等
	（建設地の地域区分）
□防火地域　□準防火地域　□22条区域　□その他地域

	
	（□地域区分・□建物用途・□規模等により必要となる建築物の耐火性能等）
※建築基準法第21条、第27条、第61条等により求められる建築物の耐火性能等を記入ください。
□耐火建築物　□準耐火建築物（60分）　□準耐火建築物（45分）　
□その他（　　　自由記入　　　　　　　　　）

	8 木材・木質材料、県産材の使用量(見込み)
	木材・木質材料の使用量   ：　　　㎥
①うち補助対象部分　　 ：　　　㎥
  ②うち県産材           ：　　　㎥（県産材率　　　％）※②／①

	9 木材・木質材料の使用（見込み）について（以下に可能な限り具体的に記載してください）
	使用部位※（柱、横架材、壁等）
	種類（製材、集成材、CLT等）
	詳細（樹種、規格、等級、合法伐採木材等）
	使用量（m3）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計（上記8の使用量と合計㎥数の整合に留意）
	


※主要構造部及び構造耐力上主要な部分（基礎・基礎杭を除く。）に使用するもの限る。

	10　事業スケジュール
	年度別
	R6年度
	R7年度
	R8年度
	R9年度
	R10年度

	月別
	4  7  10  1
	4  7  10  1
	4  7  10  1
	4  7  10  1
	4  7  10  1

	基本設計
	
	
	
	
	

	実施設計
	
	
	
	
	

	建築確認
	
	
	
	
	

	着工
	
	
	
	
	

	建方工事
	
	
	
	
	

	内外装工事
	
	
	
	
	

	しゅん工
	
	
	
	
	

	開設許認可（該当の場合）
	
	
	
	
	

	普及啓発
	
	
	
	
	


　※ それぞれについて矢印等で期間を示すとともに、着手予定・完了予定の月日を記載してください。
　※ 一部のみの申請であっても、プロジェクト全体や各種設計等のスケジュールを記載してください。

	11　普及啓発の計画
	（取組内容）※実施する内容を選んでください（複数選択可）
□ワークショップ・セミナー　□現場見学会　□完成見学会

	
	（計画）
開催時期：
計画概要：
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